	数学Ⅱ　不等式の表す領域（直線）
	日時：平成15年9月3日（水）

	対象：高校2年C組文系(女子29名)　場所：コンピュータ教室
	使用ソフト：Grapes　形態：生徒操作

	〔目標〕　
（１）　点と直線との位置関係を調べ，直線の不等式が表す領域を理解する｡
（２）　直線の不等式が表す領域を図示することができる。

	〔指導時間〕
１時間(本時)　不等式の表す領域（直線）

１時間　　　　不等式の表す領域（円）

	〔コンピュータを活用するねらい〕
（１）　パラメーターを変化させていくつかの点を取り，点と直線との位置関係を調べさせる。グラフや点を自分で描くことが苦手な生徒でも，積極的に活動に取り組めるようにする。
（２）　コンピュータで直線のグラフや領域を表すことができるので，各人が自分のペースで確認をしながら問題演習を進めることができる。

	〔準備〕
　Grapesファイル，プリント


	時間
	授業内容・活動
	留意点

	25分
	〔プリントにしたがって進める〕
１．問題を把握する｡
(1)　直線y=2x-1を描かせる。(生徒プリント)

　　　chokusen.gpsを開かせ，グラフを確認する｡(教Grapes)

　(2)　パラメーターaを変化させて点を取り，直線との位置関係を調べさせる。(生徒Grapes，プリント)

(3)　点と直線の位置関係を確認し，不等式の表す領域を説明する。（教プリントをモニターにて提示）
　(4)　Grapesを使って領域を確認する｡
	・直線の傾き，切片をもとにグラフが描けることを復習する。

・境界線を含む場合と含まない場合について不等号の違いと，Grapes画面上の表示方法について説明をしておく。

	25分
	２．問題演習をする｡
(1) 問43を考えさせる。(生徒プリント)
(2) 解答をモニターにて提示して確認する。(教師)

(3) 式をy>，<の形にしてから同様に考えることを話して，問44を考えさせる。(生徒プリント)
(4) 解答をモニターにて提示して確認する。(教師)

３．問45については，時間があれば扱う。

４．プリントを提出させて，生徒の解答を確認する。
	・分かるところまで自力で考えてから，Grapesを使うよう注意する。

・境界を含む，含まないを区別するように注意する。




